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東京慈恵会医科大学開発の新型コロナ後遺症モデルマウスが実用化 
― 創薬研究向け受託サービスが開始 ― 

 

東京慈恵会医科大学ウイルス学講座の岡直美講師、疲労医学講座の近藤一博教授らが開発

した新型コロナ後遺症モデルマウスの作製技術を株式会社日本バイオリサーチセンターに移転

し、2026 年 10 月より同社による創薬研究向け受託サービスが開始されました。 

本モデルは、脳内炎症を誘導できる貴重な実験動物モデルであり、新型コロナ後遺症のみな

らず、脳内炎症が関与する様々な疾患の病態解明や治療薬開発への活用が期待されます。 

 

【ポイント】 
• 研究成果の社会実装： 本学が独自に開発した新型コロナ後遺症モデルマウス「S1 マウス」

の作製技術を企業に移転し、創薬研究向けの受託研究サービスとして実用化しました。 

• モデルマウスの特徴： S1 マウスは、脳内炎症に加え、倦怠感や抑うつ様症状を示すモデ

ルであり、薬剤投与による症状の改善も確認されています。 

• 創薬研究への展開： 新型コロナ後遺症に加え、脳内炎症が関与する様々な疾患の病態解

明や治療薬候補の評価への活用が期待されます。 

【関連論文】 
SARS-CoV-2 S1 protein causes brain inflammation by reducing intracerebral 

acetylcholine production 

Naomi Oka, Kazuya Shimada, Azusa Ishii, Nobuyuki Kobayashi, Kazuhiro Kondo 

iScience, 26, 106954 (2023) https://doi.org/10.1016/j.isci.2023.106954 

 

【関連特許】 
特許第7812535号： 新型コロナウイルス感染症後遺症治療薬のスクリーニング方法及び新

型コロナウイルス感染症後遺症モデル動物の製造方法 

 

【研究支援】 
本研究は、以下の助成を受け行われました。 

日本医療研究開発機構(AMED)： 

事業名：新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 

事業課題名：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の後遺症として生じるうつ症状と疲労

の予防および治療を目指した発生機構解明 

 

【お問合せ先】 
（本研究に関するお問い合わせ） 

東京慈恵会医科大学 ウイルス学講座 講師 岡 直美 

電話 03-3433-1111（代） 

 

（取材・報道に関するお問い合わせ） 

学校法人慈恵大学  経営企画部 広報課 

電話 03-5400-1280  

メール koho@jikei.ac.jp 

以上 
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新型コロナ後遺症では、脳炎症、倦怠感、ブレインフォグなどの症状が知られています。今回、
S1タンパク質を鼻腔内で発現させたマウスを用いた新型コロナ後遺症モデルをご紹介します。
本モデルは、倦怠感様症状やブレインフォグ様症状を示すことが特徴です。

・強制水泳試験、Y迷路試験
・アセチルコリンの神経細胞の評価
・海馬神経新生及び細胞死の病理学的評価
・神経伝達物質含量（アセチルコリンを含む）の評価

ヒスタミン誘発掻破行動モデルに対するジ
フェンヒドラミンの作用
# p<0.05 :無処置と比較して有意差あり
** p<0.01 :ヒスタミンと比較して有意差あり

透明なアクリル製ケージ内の動物の
掻破行動を上部よりビデオカメラで
記録

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇モデル

評価項目

投与後の日数 投与後の日数

正常 媒体 タクロニムス軟膏

NCマウスを用いたダニ抗原連続投与によるアトピー性皮膚炎モデルの背
部皮膚の病理写真(HE染色)

キーワード コロナS1タンパク コロナ後遺症 脳炎症

弊社HPのサイト内検索にキーワードを入れてください

▼こちらから▼

公式サイト

115
2026年（令和8年）10月15日（営業企画部発行）

新型コロナ後遺症モデルマウスのご紹介

実験方法



期待される意義

まとめ

S1マウスの脳の全領域においてアセチルコリン濃度の低下が認められた。
アセチルコリン含有量の低下は、ドネペジル投与により改善する傾向がみられた。
S1マウスの海馬歯状回では、TUNEL陽性細胞数の増加とIba1陽性細胞数の減少が認められた。

当モデルマウスは、東京慈恵会医科大学の
特許ライセンスを受けて作製したものです。

アセチルコリン神経細胞数及びアセチルコリン含量の評価

海馬神経新生及び細胞死の評価
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